
側面図

平面図

縦断勾配 3.00%

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

補強一般図

1 12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

ストッパー構造 ストッパー構造

HWL=178.966

：下流側

：上流側

75°
00′

0
0
″

No.1

No.2

No.2+3812

No.1+15042

No.1+6272

No.0No.1+8021

75°
00′

0
0
″

内
田

谷
川

至　脇町

ストッパー構造
ストッパー構造

【耐震補強設計図面】

CL

CL

CL

S=1:50

A1橋台(支点部)

1.84%1.83%

上部工断面図

A2橋台(支点部)

0.80% 0.80%

G1 G2

補強一般図 S=1:100

Fix

Mov

CL

A1

A2

G2 G1

G2 G1

下部工形式

基礎工形式

適用示方書

緊急輸送路の指定

諸元

小谷橋

(自)徳島県美馬市穴吹町古宮長尾

(至)徳島県美馬市穴吹町古宮長尾

一般県道一宇古宮線

徳島県西部総合県民局〈美馬庁舎〉

26.00m

1径間

全幅：5.0m、有効幅員：4.0m

地覆0.50m+車道4.00m+地覆0.50m

単純鋼溶接橋　I桁(合成)

逆T式橋台1基、重力式橋台1基(推定)

直接基礎(推定)

二等橋

S47道路橋示方書

1978年(昭和53年)

内田谷川(管理者：)

無し

上部工形式

幅員

径間数

橋長

管轄

路線名

所在地

橋梁名称

項目

設計荷重

架設年度

交差物件

地覆側面に上水道管添架物

構
造
形
式

設計諸元

A1：可動,A2：固定

 耐震性能

 地域別補正係数

 落橋防止構造

 橋の重要度区分 B種の橋

I種地盤

B2地域[Cz=0.85,CIZ=1.0,CIIZ=0.85]

A1：1.054m>0.830m,A2：1.072>0.830m

落橋防止システム

省略可能(両端が橋台に支持された一連の上部構造を有する橋）

 横変位拘束構造 A1：設置不要,A2：設置不要

 桁かかり長

耐震性能2(技術資料-表4.2 中段)

 地盤種別

 設計水平震度 Kh=0.17 [I種地盤]

 支承条件

A1：必要(ストッパー構造),A2：必要(ストッパー構造) 水平力分担構造

 段差防止構造 A1：不要,A2：不要

設計条件

耐震条件

DL=170.000

259

ST-1(BM.1)

GH=185.00

K.1
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184.87

185.00

185.08

185.20

185.40

185.59
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1:100

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面
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コンクリート舗装 t=5cm
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1.84%1.83%

G1 G2

A

A
1

A
2
側

A

A1 A2

G1

G2

G1 G2

A1

A2側

3.00%

LEVEL

下部工ブラケット

水平力分担構造

(340kN移動量 50mm)

アンカーボルト

D35(M33)SD345

水平力分担構造

(340kN移動量 50mm)

水平力分担構造

(340kN移動量 50mm) 2基

水平力分担構造配置図(その1) S=1:30

側面図正面図

A-A

平面図 配置図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

水平力分担構造配置図(その1)

21:30

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面
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0.80% 0.80%

A

A
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A
1
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A

A2

A1側

A1 A2

G1

G2

3.00%

LEVEL

G2 G1

G2 G1

水平力分担構造

(560kN移動量 0mm)

アンカーボルト

D38(M36)SD345

=
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=
6
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0

下部工ブラケット

水平力分担構造

(560kN移動量 0mm)

水平力分担構造

(560kN移動量 0mm) 2基

側面図正面図

A-A

平面図

水平力分担構造配置図(その2) S=1:30

配置図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

水平力分担構造配置図(その2)

31:30

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面
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1.現場施工にあたっては現地計測を行い、
(注記)

　寸法の決定を行うこと。

4.アンカーボルトを削孔する際には鉄筋探査を行い、
　既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

　アンカーボルトの設計照査を行うこと。
5.鉄筋干渉等によりアンカーボルトを移設する場合は

6.※印部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は，JIS H8641 HDZ55とする。
  ただし，ボルト・ナット類はHDZ35とする。

3.特記なきスカーラップはR35とする。
2.特記なき鋼材の材質はすべてSM400Aとする。

下部工ブラケット詳細図 下部工取付プレート 上部工取付プレート

B - B

A - A

C - C

主桁補強材

9-φ38孔

 8

C

C

A A

(エポキシ樹脂系パテ材)

平均厚 t=5mm

不陸調整材

4-φ26孔

B

B

7

 7

F.P.

 7

4-φ22孔

8-φ26～50孔

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

※  1-PL 320x36x 500 (SS400)

※  4-六角Bolt M18x 95 (強度区分8.8)(1-UN,2-W付)

1基当り (製作数:2組)

※  1-BASE PL  800x22x 900

※  1-FLG  PL  503x22x 800

※  1-FLG  PL  250x22x 800

※  4-RIB  PL  493x22x 841

1基当り (製作数:4組)

4-φ24.5孔

主桁側現場孔明

F.P.

 4-BASE PL 110x22x150

 4-RIB  PL 110x22x165

 4-     PL 125x22x155

 4-TCB M22x 90 (S10T)

1基当り (製作数:2組)

4-φ22孔

4-φ26孔

橋軸方向

橋
軸

直
角
方

向

※  1-PL 310x10x 410 (SS400)

1箇所当り (製作数:2組)

<  >内寸法はG2桁ブラケットを示す。

 7

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

A1橋台

水平力分担構造詳細図(その1)

4

水平力分担構造詳細図(その1) S=1:10

アンカーボルト詳細図 S=1:5

ネジ切り長

樹脂注入 不陸調整材

※  9-AncBolt D35x 630 (SD345)

※  9-1種Nut  M33用 (SS400)

※  9-3種Nut  M33用 (SS400)

※  9-Washer  M33用 (SS400)

1基当り (製作数:2組)

1:10

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面
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下部工ブラケット詳細図 下部工取付プレート 上部工取付プレート

B - B

A - A

C - C

主桁補強材

1.現場施工にあたっては現地計測を行い、
(注記)

　寸法の決定を行うこと。

4.アンカーボルトを削孔する際には鉄筋探査を行い、
　既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

　アンカーボルトの設計照査を行うこと。
5.鉄筋干渉等によりアンカーボルトを移設する場合は

6.※印部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
　付着量は，JIS H8641 HDZ55とする。
  ただし，ボルト・ナット類はHDZ35とする。

3.特記なきスカーラップはR35とする。
2.特記なき鋼材の材質はすべてSM400Aとする。

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

A2橋台

水平力分担構造詳細図(その2)

5

4-φ24.5孔

主桁側現場孔明

12-φ41孔

<100> <200>

C

C

A A

 8

4-φ31孔

(エポキシ樹脂系パテ材)

平均厚 t=5mm

不陸調整材

B

B

7

F.P.

 8

 8

※  1-BASE PL  800x28x1000

※  1-FLG  PL  717x28x 800

※  1-FLG  PL  205x22x 800

※  4-RIB  PL  700x22x 905

1基当り (製作数:2組)

4-φ31孔

8-φ24～48孔

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

※  1-PL 520x36x 400 (SS400)

※  4-六角Bolt M27x110 (強度区分8.8)(1-UN,2-W付)

1基当り (製作数:2組)

4-φ26孔

※  1-PL 330x10x 370 (SS400)

1箇所当り (製作数:2組)

F.P.

4-φ31孔

 4-BASE PL  90x22x150

 4-RIB  PL 100x22x165

 4-     PL 125x22x155

 4-TCB M22x 90 (S10T)

1基当り (製作数:2組)

<  >内寸法はG1桁ブラケットを示す。

橋軸方向

橋
軸

直
角

方
向

 7

水平力分担構造詳細図(その2) S=1:10

アンカーボルト詳細図 S=1:5

ネジ切り長

樹脂注入 不陸調整材

※ 12-AncBolt D38x 685 (SD345)

※ 12-1種Nut  M36用 (SS400)

※ 12-3種Nut  M36用 (SS400)

※ 12-Washer  M36用 (SS400)

1基当り (製作数:2組)

1:10

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面
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1
0
0

9

2
2

1
0
02
2

270

418

3
5
0

3
5

3
5削孔長 580

10 埋込み長 570

28

6

21

29

アンカーボルト長 685

M
3
6

φ
4
8

D
3
8

130

26

M36 1種ナット

M36 3種ナット

ア
ン

カ
ー

径
　

　

削
孔

径
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A1橋台
材料表(水平力分担構造1基当たり) 全2基

ソールプレート

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

ピンプレート

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

ピン

(SCM435:DMコート)

B - B

A - A

1 2 3

C - C

1.製品の納入時組立高さは、取付詳細図に
(注記)

　示す製品高-10mm程度とする。
2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を
  取り外し、所定の高さで設置すること。
3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は
　樹脂ボルトもしくはパテ材で埋めること。

水平力分担構造(設計荷重 340kN,移動量 50mm)構造詳細図

橋軸直角方向

取付詳細図

橋軸方向

個ソールプレート 1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 1

本 1 SCM435;ダクロタイズド処理,DMコート

2

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

個

個

個

組

組

個

2

2

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

SS400;電気めっき

個 2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB M16x80 1W付

M16x30 1W付

スペーサー 個

個

2

4 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35)アイボルト M16

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

SS400相当品;電気めっき

SS400相当品;電気めっき

M70

2-M8

部番

1

2

3

4

5

6

7

橋軸方向

↓B ↓B

←A

←A

4-M22

C20

2-M16

仮固定ボルトA用

4-M16

アイボルト用

SGP20A;溶融亜鉛めっき

オーバータップ

↑C

↑C

4-M22 M70

C20

2-M16

仮固定ボルトB用

オーバータップ

4セットボルト(上側) M22x   1W,1SW付

4セットボルト(下側) M22x   1W付 強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZ35)

強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZ35)組

組

183714

6 13

105

924 11 12

納入時用部材

13

14

8

9

10

11

12

設計荷重340kN 移動量50mm

SEL-N340用

SEL-N340用

設計荷重340kN

設計荷重340kN

設計荷重340kN

設計荷重340kN

設計荷重340kN

設計荷重340kN

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

水平力分担構造詳細図(その3)

6

水平力分担構造詳細図(その3) S=1:10

バッファーA

(クロロプレンゴム)

バッファーガイドA

(SUS)

バッファーB

(クロロプレンゴム)

バッファーガイドB

(SUS)

S=1:5 S=1:5 S=1:5 S=1:5

仮固定プレート

(SS400:電気めっき)

スペーサー

(SGP20A:溶融亜鉛めっき)

S=1:5

S=1:5

4 5 6 7

12

13

C3

両面粘着テープ付

両面粘着テープ付
C3

2-φ20x30長孔

1:10

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

120 18

φ
1
2
2

40 80

φ
6
6

138 40

R5

430

360

30

30

262

2
0

3
0
0

2
0
0

20

40

1
7
0

6
5

6
5

4060

1
1
4

270

4
0

84 84

206

1
0
0

100

1
0
0

200

300

1
6
0

360

430

110

200

1
6
0

R20

R20

200

4
0

3
0

20110

40

1
1
0 3
0

2
0

50 5035 35

50 50

4
02
0

1
0
0

4
5

70

1
5

2

70 17

4
0

45

4
5

180

1
5

2

160 17

4
0

45

20

75

3
0

2
0

30

6

50

5
0

9
0

2.8

27.2



A2橋台
材料表(水平力分担構造1基当たり) 全2基

ソールプレート

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

ピンプレート

(SM490A:亜鉛アルミ溶射処理)

ピン

(SCM435:DMコート)

B - B

A - A

C - C

橋軸直角方向

取付詳細図

橋軸方向

1 2 3

水平力分担構造(設計荷重 560kN,移動量 0mm)構造詳細図

1.製品の納入時組立高さは、取付詳細図に
(注記)

　示す製品高-10mm程度とする。
2.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を
  取り外し、所定の高さで設置すること。
3.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は
　樹脂ボルトもしくはパテ材で埋めること。

個ソールプレート 設計荷重560kN 移動量0mm 1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 1

本 1 SCM435;ダクロタイズド処理,DMコート

2

バッファーA

仮固定ボルトA

仮固定プレート

組

2

2

2

2

2

クロロプレンゴム

SUS

SS400;電気めっき

2

リミットピンプレート

リミットピン

バッファーガイドA

バッファーB

バッファーガイドB

仮固定ボルトB

スペーサー

個

2

4

SGP20A;溶融亜鉛めっき

アイボルト M16

SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

設計荷重560kN用 SM490A;亜鉛アルミ溶射処理

クロロプレンゴム

SUS

M80

2-M8

部番

1

2

3

4

5

6

7

橋軸方向

↓B ↓B

←A

4-M27

C20

4-M16

アイボルト用

←A

2-M16

仮固定ボルトA用

2-M16

M80

↑C

↑C

8-M20

C20

組

個

個

個

個

個

個

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35)

SS400相当品;電気めっき

SS400相当品;電気めっき

M16x55 1W付

M16x30 1W付

仮固定ボルトB用

オーバータップ

オーバータップ

4セットボルト(上側) M27x   1W,1SW付

8セットボルト(下側) M20x   1W付 強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZ35)

強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZ35)組

組

3
714

6 13

105

924 11 12

18

納入時用部材

13

14

8

9

10

11

12 SEL-N560用

SEL-N560用

設計荷重560kN用

設計荷重560kN用

設計荷重560kN用

設計荷重560kN用

設計荷重560kN用

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【耐震補強設計図面】

水平力分担構造詳細図(その4)

7

水平力分担構造詳細図(その4) S=1:10

バッファーA

(クロロプレンゴム)

バッファーガイドA

(SUS)

バッファーB

(クロロプレンゴム)

S=1:5 S=1:5 S=1:5

仮固定プレート

(SS400:電気めっき)

スペーサー

(SGP20A:溶融亜鉛めっき)

S=1:5

バッファーガイドB

(SUS)

S=1:5

S=1:5

4 5 6 7

12

13

C3

両面粘着テープ付

両面粘着テープ付
C3

2-φ20x30長孔

1:10

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

125 20

φ
1
3
6

45 80

φ
7
6

145 40

R5

350

270

125

1
8
4

6
3

6
3

1
2
4

40192

3
1
0

2
0
0

125

18483 83

124

1
0
0

20

100

60 40

4
0

1
0
0

2
0

R20

R2
0

85 85

260

8
0

4
5

20

45

8
0

8
5

8
5

2
0

200

310

170

260

270

350

1
6
5

1
6
5

55 5540 40

4
52
0

1
0
0

4
5

80

1
5

2

80 17

4
0

45 80 17

4
0

2.8

27.2 25

4
5

90

1
5

2

45

20

75

3
0

2
0

30

6

5
0

9
0



側面図

平面図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

施工計画図

8 12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

HWL 178.966

75°
00′

0
0
″

No.1

No.2

No.2+3812

No.1+15042

No.1+6272

No.0No.1+8021

75°
00′

0
0
″

内
田

谷
川

至　脇町

ストッパー構造

ストッパー構造

HWL+余裕高 179.766

足場高
足場高

【耐震補強設計図面】

CL

S=1:50

A1橋台(支点部)

1.84%1.83%

上部工断面図

G2 G1

施工計画図 S=1:100

FixMov

CL

A1

A2

DL=170.000

259

ST-1(BM.1)

GH=185.00

K.1

183.33 183.27

183.56
183.64

183.71
183.99

184.53

183.71

183.89

184.07

184.00

184.31
184.37

184.26

184.53
184.61

184.64

184.86
184.90

184.87

185.00

185.08

185.20

185.40

185.59
185.70

1:100

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

支間 25380 270

桁長 25900 50

橋長 26000(道路中心 26035)

1120 400

1
5
0
0

8
0
0

1
3
4
4

1
0
0
0

5
0
0
0

2
1
0
9

2
0
0

8
1
0
9

400 1100

50

250

67°

橋長 26000(道路中心 26035)

50 桁長 25900 50

400 1100

5
0
0

4
0
0
0

5
0
0

5
0
0
0

400

R=6000

R=
30
00

R=15000

250 支間 25380 270

700
420

1120

下部工ブラケット

水平力分担構造

水平力分担構造

下部工ブラケット

8
0
0

水平力分担構造

昇降階段

2000

1
5
0
0
程

度

1
9
0
0
程

度

17002500

2000

2000 2500

4500

2200

5
3
0
0

1
1
0
0

5
0
0
0

6
1
0
0

コンクリート舗装 t=5cm

コンクリート床版 t=22cm

橋梁基準線

556 4361 518

5435

5
0 1
5
0

4
5
0

9
0
0

1
5
0
0

2
3
5

1
1
1
5

1
5
0

5
0 1
5
0

1
0
0 1
5
8

2
5
8 1
2

3
0
0

1477 3313 866

5656

昇降階段

防護ネット

やらずφ48.6

おやごφ48.6

シート張 足場板 (全面) ころばしφ48.6



側面図

平面図

縦断勾配 3.00%

75°
00′

0
0
″

No.1

No.2

No.2+3812

No.1+15042

No.1+6272

No.0No.1+8021

75°
00′

0
0
″

内
田
谷
川

至　脇町

下部工形式

基礎工形式

適用示方書

緊急輸送路の指定

諸元

小谷橋

(自)徳島県美馬市穴吹町古宮長尾

(至)徳島県美馬市穴吹町古宮長尾

一般県道一宇古宮線

徳島県西部総合県民局〈美馬庁舎〉

26.00m

1径間

全幅：5.0m、有効幅員：4.0m

地覆0.50m+車道4.00m+地覆0.50m

単純鋼溶接橋　I桁(合成)

逆T式橋台1基、重力式橋台1基(推定)

直接基礎(推定)

二等橋

S47道路橋示方書

1978年(昭和53年)

内田谷川(管理者：)

無し

上部工形式

幅員

径間数

橋長

管轄

路線名

所在地

橋梁名称

項目

設計荷重

架設年度

交差物件

地覆側面に上水道管添架物

構
造
形
式

設計条件

HWL=179.463

：下流側

：上流側

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

補修一般図

9 12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

【補修設計図面】

CL

CL

CL

S=1:50

A1橋台(支点部)

1.84%1.83%

上部工断面図

A2橋台(支点部)

0.80% 0.80%

G1 G2

補修一般図 S=1:100

Fix

Mov

CL

A1

A2

G2 G1

G2 G1

DL=170.000

259

183.33 183.27

183.56
183.64

183.71
183.99

184.53

183.71

183.89

184.07

184.00

184.31
184.37

184.26

184.53
184.61

184.64

184.86
184.90

184.87

185.00

185.08

185.20

185.40

185.59
185.70

【補修項目】

工　　種 備　　考部　材 規　　格

伸縮装置取替工 二次止水工伸縮装置 車道用

舗装部分打ち替え工 Con舗装橋面舗装 t=50mm

1:100

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

支間 25380 270

桁長 25900 50

橋長 26000(道路中心 26035)

1120 400

1
5
0
0

8
0
0

2
0
0
0

1
3
4
4

3
3
4
4

1
0
0
0

5
0
0
0

2
1
0
9

2
0
0

8
1
0
9

400 1100

50

250

76°

67°

橋長 26000(道路中心 26035)

50 桁長 25900 50

400 1100

5
0
0

4
0
0
0

5
0
0

5
0
0
0

4
9
7
0

4
3
3
0

400

R=6000

R=
30
00

R=15000

250 支間 25380 270

3
3
1
3

5
9
9

4
3
7
1

6
3
9

5
6
1
0 2
1
8
6

2
1
8
5

1
1
6

9
4
9

700
420

1120

7
8
8

1
8
0
0

2
4
5
0

9
3
0
0

伸縮装置取替

伸縮装置取替

舗装部分打ち替え

舗装部分打ち替え

伸縮装置取替

伸縮装置取替

コンクリート舗装 t=5cm

コンクリート床版 t=22cm

橋梁基準線

556 4361 518

5435

コンクリート舗装 t=5cm

コンクリート床版 t=22cm

4
0
0

8
0
0

10000

 
 
 
5
0

5
0 1
5
0

4
5
0

9
0
0

1
5
0
0

2
3
5

1
1
1
5

1
5
0

5
0 1
5
0

1
0
0 1
5
8

2
5
8 1
2

800900

3
0
0

1
0
0
 

1
5
62
5

2
6
0

33132300

1600 700

900 900

8
0
0

1
0
0
 

1
5
62
5

2300

1600700

1
7
5
6
6
1
7

6
0
03
0
0

3
0
0

1109 978

1477 3313 866

5656

500 4000 500

5000

コンクリート舗装 t=5cm

コンクリート床版 t=22cm

8
0
0
～

1
5
0
0

4
5
0

900 3200 900

5
0 1
5
0

5
0 1
5
0

舗装部分打ち替え

伸縮装置取替

伸縮装置取替



A1

M

A2

F

配置図

縦断勾配 3.0%

S=1:100

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【補修設計図面】

横断勾配 1 . 8 %横断勾配 1 . 8 %

金物設置図

橋
梁

側
橋

台
側

4.37既設伸縮装置 m

後打ちコンクリート m3

72本

数量

4.411

名称

伸縮装置

番号

1

材質

SS400相当品 m

単位

数　　量　　表

記事

KMSII-35N同等品

(1箇所当たり)x1式

m3 σ3h=24N/mm2超速硬コンクリート後打コンクリート

D16

既設撤去参考数量

3

5

2

4

6

7

2.31地覆部シール材 シリコン系 L

29.0mm設計伸縮量

15.6mm温度変化伸縮量

設　計　条　件

-10℃～+40℃温度範囲

注記

補強鉄筋 SD345 kg

0.28

0.28

8

4.411二重止水装置 m

ゴムジョイント

SD345差筋アンカー

遊間部埋込型枠 0.02 50x83x5610m3

D16x4.4mx 5本34.32

発泡スチロール等

３．カッター巾、ハツリ深さは現場の状況によって変更のこと

４．差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

６．排水ホースにはフレキシブルチューブ等を接続のうえ、

　　適切に流末処理を行うこと

排水ホース外径φ20.7内径φ12.7

9

排水ホース

L=300

排水ホース

L=300

9

１．施工において図面相当品とする

２．伸縮装置の割付は変更することがある

補強鉄筋 SD345 kg D16x300x17本7.96

移動方向

※(　)内は想定値

30x50x1538

５．既設の床版配力筋は極力切断しないこと

33

2アップスタンド SS400 個

9

斜角仕様

伸縮装置取替構造図(その1)

10

A1橋台

S=1:5伸縮装置断面図 S=1:5既設撤去部参考図

D16×Ｌ 5

止水ゴム

1
止水テープ

7

2

4

橋台側 橋梁側
D16@250

差筋アンカー

撤去

(50)

8

6 橋台側 橋梁側

S=1:10伸縮金物図

伸縮装置取替構造図(その1) S=1:30

1:30

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

4
3
7
1

1
0
0
0
0

4
3
6
2

1
0
0
0
0

1
5
0

差筋アンカー 17 x 250 = 4250

599 4371 639

5610

21852186

(6
4°

)

(7
5°

)

伸縮装置4411

補強鉄筋 16 x 250 = 4000

(6
8°

)

(7
5°

)

2020

369.5

750

271.5

1
0
0

1
0
0

150

109

6620 23

83

150

300

750

1
0
0

1
0
0

48パラペット厚400 302

100

601800

二重止水用孔ピッチ(φ10) 11 x 150 = 1650

11 x 150 = 1650

1800

112.5

37.5

37.5

112.5

6
0

1
5 1
0
0

1
0
9

2
5
0

2
5
0

1
0
9

2
5
0

2
5
0

2
0

6
6

2
3

D19

15

13



A1

M

A2

F

縦断勾配 3.0%

配置図 S=1:100

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【補修設計図面】

横断勾配 0 . 8 % 横断勾配 0 . 8 %

橋
梁

側
橋

台
側

9.20既設伸縮装置 m

後打ちコンクリート m3

148本

数量

9.200

名称

伸縮装置

番号

1

材質

SS400相当品 m

単位

数　　量　　表

記事

KMSII-20N同等品

(1箇所当たり)x1式

m3 σ3h=24N/mm2超速硬コンクリート後打コンクリート

D16

既設撤去参考数量

3

5

2

4

6

7

2弾性シール材 ポリブタジエン系 箇所

0mm(固定沓)温度変化伸縮量

設　計　条　件

-10℃～+40℃温度範囲

注記

補強鉄筋 SD345 kg

0.59

0.59

8

9.200二重止水装置 m

ゴムジョイント

SD345差筋アンカー

遊間部埋込型枠 0.04 50x78x9300m3

D16x9.2mx 5本71.76

発泡スチロール等

３．カッター巾、ハツリ深さは現場の状況によって変更のこと

４．差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

６．排水ホースにはフレキシブルチューブ等を接続のうえ、

　　適切に流末処理を行うこと

排水ホース外径φ20.7内径φ12.7

8

１．施工において図面相当品とする

２．伸縮装置の割付は変更することがある

補強鉄筋 SD345 kg D16x300x37本17.32

７．伸縮装置端部は漏水軽減の為、歯間部にシール材を充填すること

８．縦目地部には弾性シール材を充填すること

縦目地

※(　)内は想定値

排水ホース

L=300

５．既設の床版配力筋は極力切断しないこと

排水ホース

L=300

8 縦目地

現場合わせにて切断加工すること

隅切り部の伸縮装置アンカー長さは

A2橋台

金物設置図

伸縮装置取替構造図(その2)

11

D16×Ｌ4

止水ゴム

1 止水テープ

6

2

3

橋台側橋梁側
Ｄ１６＠２５０

差筋アンカー

撤去

(50)

7

5

15

橋台側橋梁側

S=1:5伸縮装置断面図 S=1:5既設撤去部参考図

S=1:10伸縮金物図

伸縮装置取替構造図(その2) S=1:30

1:30

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

4
3
7
1

9
2
0
0

4
3
6
2

1
0
0
0
0

差筋アンカー 36 x 250 = 9000

(4280)(4920)

伸縮装置9200

補強鉄筋 36 x 250 = 9000

(50)9200

9300

(7
5°

)

(50)

372

750

274

1
0
0

1
0
0

150

104

150

300

750

1
0
0

1
0
0

48 パラペット厚400302

78

29.559.5

1
51
0
4

2
9
.
5

5
9
.
5

1
0
4

二重止水用孔ピッチ(φ10) 11 x 150 = 1650

11 x 150 = 1650

1800

37.5

112.5

1
5

2
5
0

1
0
06
0

112.5

37.5

D192
5
0

1800

2
5
0

15

100

2
5
0

13
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No.0

75°

00′
00″

400

1120

平面図

A2

W=15.0mm

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

版
厚

 
t
=
5
c
m

コンクリート舗装版厚　t=5cm
A=14.2m2

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

/

路線名等

工事箇所

(一)一宇古宮線

橋面工補修詳細図

12 12

徳島県西部総合県民局(美馬庁舎)

【補修設計図面】

S=1:50

183.27

183.89

184.07 183.71

184.00

183.56

183.64

183.71

コンクリート舗装

コンクリート床版

舗装構成断面図

コンクリート舗装版厚 t=5cm

(早期の交通開放に配慮した材料とする)

S=1:5

本図面は、既存資料を基に現地計測や
スケールアップ等にて図化したものである。
現場施工にあたっては現地計測を行い、
寸法の決定を行うこと。

(注記)

1:50

橋面工補修詳細図

R2馬土　一宇古宮線(小谷橋)
美・穴吹古宮　橋梁修繕工事

美馬市穴吹町古宮(小谷橋)

実施設計図面

4
3
3
0

4
9
7
0

3
3
1
3

9
3
0
0

2
4
5
0

7
8
8

420

1
8
0
0

9
4
9

700

舗装ひび割れ

2000

舗
装
版

切
断

　
L
=
5
2
0
0

舗装部分打ち替え

2
2
0

5
0

2
7
0

舗装部分打ち替え

超速硬性コンクリート


